
 

 

教科等研究会 中学校技術・家庭（家庭分野）令和６年度 研究活動のまとめ 
 

１ 研究テーマ 

 

 

２ 研究経過 

第１回 第２回 

 

第３回 

（ 小中合同 ） 

第４回 

 

期日 人数 場所 期日 人数 場所 期日 人数 場所 期日 人数 場所 

5/27 5人 甲佐中 

 

8/2 5人 甲佐中 

 

12/5 15 人 蘇陽中 2/6 5 人 甲佐中 

 

３ 研究の概要 

（１） 研究の内容 

①  授業力向上を目的とした研究授業の実施 

     本会では全員が免許外指導者という状況であり、各学校における指導の充実を図るためには何

が必要だろうかということを考え、まず各担当者が疑問に思っていることや困っていることを事

前に調査した。そして、授業を通して生徒に家庭分野の授業の重要性や必要性を感じさせたいと

考えた。また、生活に生かせる力を養うために指導者の授業力の向上が一番重要であると考え、

研究授業を行うこととした。なお、小学校家庭科部会と合同での授業研究会を行った。今年度は

中学校の授業研究会に小学校家庭部会の先生方にも参加してもらい、小学校の実践から学び、中

学校の授業実践の更なる充実を図った。 

    ア 研究授業（１２月５日 場所：蘇陽中学校） 

       「衣食住の生活」における「分かる・楽しい」授業の提案 

       授業者：蘇陽中学校 奥田 恭隆 教諭 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

（ｱ）自評及び意見・感想 

○農家や野菜を作っている家庭が多く、保護者と食品を買いに行く生徒も多い実態が

ある。しかし、旬の季節やそのすごさについて知らない生徒が多く、旬の素晴らし

さに気付かせたいと思い、この授業を設定した。生徒に考えさせて、生活経験から

知識を引き出し、それを話し合い活動で深めることができたのはよかった。話し合

い活動とまとめのところについて疑問があり、助言を頂きたい。（自評） 

〇導入での旬クイズが取り入れられており、授業全体を通して生徒が楽しみながら学

ぶ様子が多く見られ、主体的な姿がとてもよかった。 

〇消費者として様々な視点を持つことが大切だと考えることができていた。旬につい

てそのすごさについてしっかりと考えることができていたと思う。家庭で農業をし

ている生徒は、消費者だけでなく生産者の視点でも考えることができていた。 

〇話し合い活動は、人数が多く感じた。小学校では、人数を 4 人にして全員に役割を

持たせている。話し合いの際は、伝えることと話し合う場面を分けてさせている。 

〇まとめは、生徒に任せると教師のねらいから逸脱しがちなので、教師主導で生徒と

やり取りしながら行っている。まとめはめあてに立ち返れるようにすべきである。 

写真２ 話し合い活動の様子 

 

「学びを生かし、豊かな人生を育む技術・家庭科教育」 

～生活での気づき・発見が喜びに変わる「分かる・楽しい」授業づくりを通して～ 

写真１ 導入の旬クイズの様子 



 

 

②  内容Ｂ「衣食住の生活」における実技研修の実施 

ミシンの糸の準備や扱う際の注意点について、実習しながら研修を行った。また、嘉島中の野

口教諭に、県教育センターの免許外教員研修の復講をしてもらい、評価の進め方や注意点につい

て研修を行った。最後は、益城中の甲斐講師に調理実習の事前準備や実習中のポイントなど、実

際に調理実習を行いながら、研修を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）成果と課題（○：成果 ●：課題） 

① 授業力向上を目的とした研究授業の実施 

○授業研究会を通してお互いの実践を深めることができた。また、会員が授業を行う上での悩み

や工夫点についても情報を交換することができ、大変有意義であった。 

○小学校との合同の授業研究会では、小学校家庭科の視点からも意見交換ができた。小中で共に

学ぶことであってもその学習の方法や形態、めあてが違うことが分かり、児童生徒の発達段階

に合わせて学習方法や課題の提示の仕方を検討することの大切さを学ぶことができた。 

○授業の意図がよくわかる授業を見せることが出来ていたのがよかった。授業者の単なる思いだ

けでなく、生徒の実態や社会の情勢などを考えた授業設計が出来ていた。この教科では、これ

から社会に出て「自立」できる人となるための力を育てなければならない。参観者にはそれが

しっかりと伝わっていた。 

    〇免許外指導者で構成されている部会のため、自分自身の授業実践で大丈夫なのかが不安である。

お互いに授業を見合う中で意見を交換し、学んだことを自分の実践に生かせていることが最大

の成果である。 

    ●小中共に部会員が少なく、授業者の選定に苦慮している。今後も特定の会員に偏ることなく、

より多くの会員が授業を行い、幅広く研修を行えるようにしていかなければならない。 

     

② 内容Ｂ「衣食住の生活」における実技研修の実施 

〇ミシンの基本的な使い方について、お互いに教えたり聞いたりしながら研修することができた。

また、ミシンが壊れたり調子が悪いときの対処法についても触れることができ、原因と解決方

法をしっかりと学ぶことができて良かった。 

〇評価の方法については、なかなか学ぶ機会がないため、部会員にとってとても有意義であった。 

○部会員の困りごとが調理実習についてあった。この研修で、事前の準備や実習中に気をつけて

おかなければいけないことなど詳細にわたって学ぶことができた。特に、調理の過程や実習の

方法など、普段一人では難しいことを相談しながら実習できたのがよかった。 

    〇昨年度は参加者が少なかったが、今年度は部会員全員が参加でき、研修することができた。来

年度以降も部会員の要望に沿った研修を皆で行えるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 調理実習の様子 写真３ 評価についての研修の様子 



 

 

４ 実践事例 

（１）学習構想案抜粋（蘇陽中 奥田教諭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）ワークシート（蘇陽中 奥田教諭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


